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訓
練
想
定

　

８
月
21
日
㈰
午
前
８
時
ご
ろ
、

富
樫
断
層
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
7.0
の
地
震
（
震
度

６
弱
）
が
発
生
。
市
内
で
は
、
家
屋

の
倒
壊
、
火
災
の
発
生
、
水
道
施
設

の
破
損
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
の
損
壊
、

交
通
道
路
網
の
混
乱
が
あ
り
、
多
数

の
負
傷
者
が
発
生
し
て
い
る
。

今
年
の
重
点
項
目

　

今
年
の
重
点
項
目
は
、
安
否
確
認

と
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
で

す
。
安
否
確
認
は
、
生
存
や
ケ
ガ
、

閉
じ
込
め
な
ど
の
有
無
を
確
認
す
る

こ
と
で
、
地
域
で
の
救
助
活
動
（
共

助
）
の
第
一
歩
と
言
え
ま
す
。
今
年

は
各
町
内
会
に
お
い
て
、
一
時
的
避

難
場
所
に
避
難
し
て
い
な
い
世
帯

で
、
所
在
が
不
明
の
世
帯
を
対
象
に
、

安
否
確
認
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
際
、

世
帯
名
簿
や
昨
年
度
に
各
町
内
会
へ

配
付
し
た
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

を
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
も
災
害
対
策
本
部
運

営
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
と
る
行
動

　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
サ
イ
レ

ン
お
よ
び
緊
急
地
震
速
報
が
流

れ
、
ほ
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
メ
ー
ル
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

　

「
し
ゃ
が
む
・
か
く
れ
る
・
じ
っ

と
す
る
」
と
い
う
一
連
の
動
き
を

し
た
後
、
火
の
始
末
を
し
ま
す
。

　

一
時
的
避
難
場
所
に
避
難
し
た
人
の

人
数
を
把
握
し
、
避
難
し
て
い
な
い
世

帯
で
、
所
在
不
明
の
世
帯
を
対
象
に
安

否
を
確
認
し
ま
す
。

　

町
内
会
で
定
め
ら
れ
て
い
る
、
公
園
な
ど

の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
へ
避
難
し
ま
す
。

一
時
的
避
難
場
所
へ
避
難
お
よ
び

避
難
誘
導

避
難
者
の
把
握
お
よ
び
安
否
確
認
訓
練

　

町
内
会
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
拠

点
避
難
所
（
小
中
学
校
、
野
々
市
明
倫

高
校
、
石
川
県
立
大
学
、
金
沢
工
業
大

学
）
へ
集
団
避
難
し
ま
す
。

拠
点
避
難
所
へ
集
団
避
難

　

拠
点
避
難
所
ま
で
避
難
し
た
人
は
、
世
帯

ご
と
に
避
難
者
カ
ー
ド
を
書
い
て
町
内
会
の

代
表
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
者
カ
ー

ド
・
筆
記
用
具
は
各
拠
点
避
難
所
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
。

避
難
完
了　

避
難
者
カ
ー
ド
の
記
入

体
験
訓
練

　

拠
点
避
難
所
ご
と
に
応
急
手
当
訓
練
や
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
組
立
訓
練
な
ど
を
行
い
ま

す
。

終
了・解
散（
11
時
ご
ろ
を
予
定
）

ン
お
よ
び
緊
急
地
震
速
報
が
流

れ
、
ほ
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
メ
ー
ル
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

と
す
る
」
と
い
う
一
連
の
動
き
を

し
た
後
、
火
の
始
末
を
し
ま
す
。

8：00 
地震発生

重点項目

１. 段ボールベッド
組み立て訓練
２. 救急救命訓練
３. 腕を骨折した場
合の応急手当訓練

１

３

２

（予告）８月 21日㈰

 市総合防災訓練
஍਒଎ใ͕ྲྀΕ·͢ɻٸۓ੓ແઢ͔ΒαΠϨϯͱߦࡂ๷ʹ࣌લ̔ޕ

地域で高めよ防災力。

地
域
で
高
め
よ
防
災
力
。

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
襲
っ
て

く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
。
こ

の
当
た
り
前
で
基
本
的
な
こ
と
が

な
か
な
か
で
き
な
い
、
う
ま
く
い

か
な
い
も
の
。
何
も
の
に
も
代
え

が
た
い
大
切
な
家
族
や
友
人
、
財

産
。
温
か
な
か
け
が
え
の
な
い
ひ

と
と
き
。
あ
な
た
に
と
っ
て
の
宝

物
は
な
ん
で
す
か
。

　

日
ご
ろ
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
、

十
分
な
訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
が

あ
な
た
の
大
切
な
も
の
を
守
り
ま

す
。
市
で
は
平
成
26
年
度
よ
り
全

市
民
を
対
象
と
し
た
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
、
い
ざ
と
い
う
災
害

時
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
全
体

で
防
災
を
考
え
取
り
組
む
機
会
で

す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

避避
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地域で高めよ防災力。

第
12
回
白
山
野
々
市

消
防
訓
練
大
会

　

野
々
市
市
と
白
山
市
の
消
防
団
計
27
分
団
、

約
６
０
０
人
が
訓
練
の
成
果
を
披
露
。
そ
の
結

果
、
第
２
分
団
が
総
合
の
部
・
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
準
優
勝
！
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
で
の
県
大
会
出
場
を
決
め
ま

し
た
。

　

消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
お
よ
び
分
団

へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

ừ
ݝ
஌
ࣄ
ද
জ
Ử

˙
ۜ
ഋ
Λ
त
༩
͢
Δ
ද
জɹ

　

宮
川�

美
保
子　

乾
野�

雅
之　

藤
田�

嘉
孝

　

髙
木�

義
宏

問い合わせ　環境安全課　☎ 227－6051
（ほっとHOTメール、えふえむ・エヌ・ワンに関することは　秘書広報課　☎227－ 6056まで）

　白山野々市消防訓練大会は、当日明け方までどしゃ降りの雨。その影
響で、会場のグラウンドは水びたしになっていました。そんな状態の中
でも、消防団員は、いつも通りの訓練の成果を発揮できたのではないか
なと思います。印象としては、操法において全ての分団が去年よりレベ
ルが上がっていたように感じました。特に第２分団は、正確かつ機敏な
操法であり、その結果、準優勝できたのだと思います。
　自警団小型ポンプ操法大会は、２年に一度の開催。市内には 18の自
警団があるのですが、今年は９つの団の参加となりました。もう少しみ
んな大会に出てきて欲しかったなと思うのですが、団員集めが大変だと
いう話もあります。防災の担い手が少なく、活動が厳しくなっていると
いう状況を危惧しています。若い人たちも、もっと積極的に防災組織に
興味を持ち、自ら地域を守ろうと参加してくれることを願っています。
　また１番大切なのは、火を出さないこと。皆さん一人ひとりが火のも
とに気をつけるという基本を徹底してほしいです。

大会を振り返って

災害時の情報入手手段を確保しておこう！

防災行政無線
　市内 28 カ所にあるスピー
カーから緊急地震速報や避難情
報を放送します。市内で火災が

発生した場合は、住民への周知と消防団員
の参集を目的にサイレンを３回鳴らします。

えふえむ・エヌ・ワンの
緊急割り込み放送

　災害時には通常のラジオ放送を停止し、
市から直接ＦＭ電波を利用して、
割り込み放送を発信します。

ほっとＨＯＴメールののいち
　地震や火災の情報など、登録者の携帯電
話やＰＣにメールを配信します。

登録がまだの人はこちらから →

緊急速報メール
　NTT ドコモ、KDDI、ソフトバンク各社
の携帯電話向け災害情報伝達方法で、市内

の携帯電話基地局エリアの範囲
内に滞在する携帯電話に情報を
配信するシステムです。

備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備

　

い
ざ
と
い
う
時
に
皆
さ
ん
を

助
け
て
く
れ
る
存
在
と
し
て
、

消
防
団
や
自
警
団
が
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
防
火
意
識
の
向
上

に
努
め
、
消
防
器
具
を
正
確
に

取
り
扱
う
訓
練
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。

　

訓
練
の
成
果
を
発
揮
す
る
場

と
し
て
、
６
月
26
日
㈰
に
は
第

12
回
白
山
野
々
市
消
防
訓
練
大

会
が
、
７
月
10
日
㈰
に
は
第
19

回
自
警
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
団
員

た
ち
は
気
迫
あ
ふ
れ
る
動
作

で
、
消
防
技
術
を
競
い
合
っ
て

い
ま
し
た
。 守守

白山野々市消防訓練大会　３つの部門で準優勝した第２分団

消防団長

新座　秀樹氏

˙
഑
ۮ
ऀ
౳
ײ
ँ
ঢ়

　

中
野�

節
子

ừ
ݝ
ফ
๷
ڠ
ձ
௕
ද
জ
Ử

˙
ޭ
࿑
ষ

　

北
村�

恒

˙
ޭ
੷
ষ

　

井
守�

豊

˙
ۈ
ଓ
ޭ
࿑
ষ

　

小
寺�

く
る
み　

絹
川�

哲
央

　

木
村�

和
正　

鍵
主�

宏

ừ
ന
ࢁ
໺
ʑ
ࢢ
ফ
๷
࿈
߹
ձ
௕
ද
জ
Ử

˙
Ӭ
೥
ۈ
ଓ
ද
জ

　

古
源�

興
市　

森�

義
治　

小
寺�

一
樹　

　

西
村�

裕
之　

北�

佳
浩　

長
尾�

清
光

　

石
髙�

史
子

˙
ୀ
৬
໾
һ
ײ
ँ
ঢ়

　

清
水�

一
男　

中
村�

昭
一　

西
川�

暁

第 19回自警団
小型ポンプ操法大会
　７月 10 日㈰、中央公園運動広場で、
市内９つの自警団が参加し、自警団
小型ポンプ操法大会が行われました。
各自警団は、この日のために厳しい
練習を重ねてきました。
　結果は、優勝が粟田自警隊、準優
勝が上林自警団、敢闘賞が太平寺自
警団でした。

         I nterview　

　市内 28 カ所にあるスピー

ใࣸਅΞϧόϜ޿
όʔίʔυݩ࣍�
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子ども・子育て支援事業計画　実施状況

ʬฏ੒��೥౓ͷओͳ࣮੷ʭ

ۀࣄຊج ಈ಺༰׆ ࣮੷、ར༻݅਺、ֹۚ

ファミリー・サポート・
センター事業

保育園への送迎や一時的な子どもの預かりな
ど、子育ての援助を受けたい人（依頼会員）へ、
援助を行いたい人（協力会員）を紹介する。会
員は登録制で協力会員は講習を受ける。

援助を行いたい人� 21人
援助を受けたい人� 152人
活動件数� 236件

マイ保育園登録制度
市内の身近な保育園や子育て支援センター菅原
で、妊娠中から出産後の育児不安を解消するた
めに、育児体験や育児相談、一時保育を受ける
ことができる「マイ保育園登録制度」を推進。

登録人数� 676人
一時保育利用件数� 851件

児童手当の支給 中学校修了前までの児童を養育している人に支
給。 15,049件� 1,051,645千円

こども医療費の助成 ０歳～中学校３年生までの入通院の医療費が月
額1,000円超えた分を助成。 40,198件� 116,986千円

ひとり親家庭等医療費助成 ひとり親家庭の児童と父母の医療費が月額
1,000円超えた分を助成。 4,744件� 19,525千円

ひとり親家庭児童の放課後
児童クラブ保育料の助成

ひとり親家庭の学童クラブに通う児童一人月額
3,000円を助成。 73世帯� 2,559千円

放課後児童クラブの充実
保護者が労働などにより昼間家庭にいない児童
に対し、授業の終了後に児童福祉施設などを利
用して適切な遊びおよび生活の場を与える。

15学童クラブ� 738人
� 98,516千円

不妊治療費の助成 不妊に悩む夫婦に対し、高額の医療費がかかる
配偶者間の不妊治療に要する費用を助成。

一般� �45件
特定（体外受精）� 68件
� 5,074千円

子育て短期支援事業　
（ショートステイ事業）

子育て中の親が病気になったときや出産、家族
の介護など非常時に子どもを見てくれる人がい
なくて困るとき、短期間（７日以内）の宿泊を
含めて子どもを預かる。

利用日数　25日� 119千円

子育て短期支援事業
（トワイライト事業）

子育て中の家庭で仕事などが常に夜間におよぶ
場合に６カ月程度まで毎日子どもを預かる。 利用なし

　市では、子ども・子育て支援法（平成 24 年８月成立）に基づき、
平成 26 年度に「子ども・子育て支援事業計画」を策定しました。
この計画は「子どもを育てたい、育ててよかったまち・ののいち」
を基本理念とし、次世代育成支援行動計画の後継として位置づけ
られており、より実効性の高い子ども・子育て支援を目指します。

い

涼
夏
満
菜  

夏
を
乗
り
き
る
食
生
活
の
い
ろ
は

　

普
段
か
ら
野
菜
を
と
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
て
も
、
予
想
外
に
と
れ
て
い
な
い
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
。
夏
野
菜
は
ビ
タ
ミ

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
夏
バ
テ
予
防
に

お
す
す
め
。
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
お
い

し
い
野
菜
を
サ
ラ
ダ
な
ど
で
手
軽
に
食
べ

ま
し
ょ
う
。ク
ー
ラ
ー
で
冷
え
た
体
に
は
、

昔
な
が
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
煮
や
み
そ
汁
な

ど
、
温
か
い
料
理
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

暑
い
と
き
は
食
欲
が
な
く
な
る
も
の
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や

ジ
ュ
ー
ス
は
糖
分
の
摂
り
す
ぎ
に
な
り
、

ま
す
ま
す
食
欲
を
失
い
ま
す
。
ま
た
、
冷

た
い
食
べ
も
の
ば
か
り
食
べ
て
い
る
と
胃

腸
が
弱
っ
て
き
ま
す
。
食
欲
が
な
い
と
感

じ
た
な
ら
、カ
レ
ー
風
味
に
し
て
み
た
り
、

酢
の
物
に
し
て
み
た
り
と
、
ひ
と
工
夫
加

え
る
と
食
が
進
み
ま
す
。
主
食
・
主
菜
・

副
菜
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
し
っ
か
り
バ

ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　

加
賀
に
は
金
時
草
や
太
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
、
栄
養
価
に
優
れ
た
野
菜
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
野
々
市
で
採
れ
た
新

鮮
な
野
菜
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
地
元
の
野

っ
ぱ
い
食
べ
よ
う

夏
野
菜
！

ろ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を

取
り
入
れ
よ
う

は
つ
ら
つ
元
気
は

食
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
！

菜
と
し
て
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
採
り
た
て

の
野
菜
は
栄
養
に
富
ん
で
い
る
の
が
特
徴

で
す
が
、
こ
れ
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
栄
養
に
恵
ま
れ

た
地
産
の
野
菜
に
は
、
生
産
者
の
顔
が
み

え
る
と
い
う
安
心
感
も
あ
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

食
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
！

食生活改善推進員の皆さん

　

今
年
も
夏
が
や
っ
て
来
た
！
旅

行
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
お
出
掛
け

の
楽
し
い
予
定
が
い
っ
ぱ
い
と
い

う
人
も
多
い
の
で
は
？

　

し
か
し
、
そ
ん
な
夏
に
気
を
付

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
、
熱

中
症
や
夏
バ
テ
。
体
調
を
崩
し
て

し
ま
っ
て
は
、
楽
し
い
予
定
が
台

無
し
で
す
。
そ
こ
で
、
市
の
食
生

活
改
善
推
進
員
さ
ん
に
、
夏
を
乗

り
切
る
食
事
法
の
コ
ツ
を
伝
授
し

て
も
ら
い
ま
し
た
！

ピーマンとささ身のピリ辛和え
栄養成分（１人分）エネルギー　63kcal
　　　　　　　　　塩分　　　　0.7g
　　　　　　　　　野菜量　　　50g

●作り方
１  ピーマン、パプリカはたねを取り、たてに　

千切りにし１～２分ゆでてザルにあげておく
２ 鶏ささ身はゆでて細かくほぐす
３  砂糖、酢、しょうゆ、塩、ラー油を合わせて、

１、２をあえて器に盛る

ピーマン　　大１個…40g
赤パプリカ　小１個…30g
黄パプリカ　小１個…30g
鶏肉ささ身　２本…70g
砂糖　　　　小さじ１

酢　　　　　　小さじ２
濃口しょうゆ　小さじ１
塩　　　　　　ひとつまみ
ラー油　　　　小さじ1/4

●
材
料
（
２
人
分
）

食改さんおすすめ！

夏バテ防止レシピ
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෦
഑
ਫ
۠
഑
ਫ
؅
ߋ
৽

ớ
଱
਒
Խ
Ờ
޻
ɹࣄ
ୈ
̐
޻
۠

༧
ఆ
Ձ　֨

２
５
７
０
万
４
千
円

མ
ࡳ
Ձ　֨

２
４
１
２
万
７
２
０
０
円

མ
ऀ　ࡳ

大
智
㈱

˙��

��

ʵ

1�ɹ
഑
ਫ
؅
෍
ઃ
੻
ฮ
૷
ຊ
෮
چ

޻
ࣄ
ͦ
ͷ
̍

༧
ఆ
Ձ　֨

１
５
５
０
万
８
８
０
０
円

མ
ࡳ
Ձ　֨

１
４
５
２
万
６
千
円

མ
ऀ　ࡳ

沢
田
工
業
㈱
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ʵ
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഑
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഑
ਫ
؅
ߋ
৽
ớ
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਒
Խ
Ờ
޻
ɹࣄ
ୈ
̑
޻
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༧
ఆ
Ձ　֨

３
２
３
６
万
７
６
０
０
円

མ
ࡳ
Ձ　֨

２
９
８
０
万
８
千
円

མ
ऀ　ࡳ

山
崎
商
事
㈱

˙
ޚ
Ԃ
খ
ֶ
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࠶
ੜ
Մ
ೳ
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ồ

ɹ
౳
ಋ
ೖ
޻
ࣄ

༧
ఆ
Ձ　֨

３
１
１
５
万
８
千
円

མ
ࡳ
Ձ　֨

２
７
９
７
万
２
千
円

མ
ऀ　ࡳ

柴
電
気
工
事
㈱

　
　
　

̍
̌
̌
̌
ສ
ԁ
Ҏ
্
ớ
੫
ࠐ
Έ
Ờ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

̒
݄
෼
ೖ
ࡳ

˙ 

໺
ʑ
ࢢ
ࢢ
ཱ
খ
ֶ
ߍ
ߍ
຿
༻
ί
ϯ

ϐ
ỿ
ồ
λ
౳
ߋ
৽
ࣄ
ۀ

༧
ఆ
Ձ　֨

１
３
９
８
万
８
１
６
０
円

མ
ࡳ
Ձ　֨

１
３
８
７
万
８
千
円

མ
ऀ　ࡳ

㈱
石
川
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
セ

ン
タ
ー

■ 

໺
ʑ
ࢢ
Ӻ
ޚ
ܦ
௩
線
า
ಓ
վ
ྑ
޻
ɹࣄ

ୈ
̏
޻
۠

༧
ఆ
Ձ　֨

１
９
６
５
万
６
千
円

མ
ࡳ
Ձ　֨

１
８
６
８
万
４
千
円

མ
ऀ　ࡳ

㈱
河
合
組

˙
౎
ࢢ
ެ
Ԃ
Ϧ
χ
ỿ
ồ
Ξ
ϧ
ࣄ
ɹۀ
໺
ʑ

ɹ
ࢢ
த
ԝ
ެ
Ԃ
ற
ं
৔
੔
උ
޻
ɹࣄ
ୈ
̎

ɹ
޻
۠

༧
ఆ
Ձ　֨

１
８
６
７
万
３
２
０
０
円

མ
ࡳ
Ձ　֨

１
７
８
２
万
円

མ
ऀ　ࡳ

㈲
コ
ウ
セ
イ

˙
౎
ࢢ
ެ
Ԃ
Ϧ
χ
ỿ
ồ
Ξ
ϧ
ࣄ
ɹۀ
໺
ʑ

ɹ
ࢢ
த
ԝ
ެ
Ԃ
ࢪ
ઃ
੔
උ
޻
ࣄ

༧
ఆ
Ձ　֨

１
８
６
８
万
４
千
円

མ
ࡳ
Ձ　֨

１
７
９
２
万
８
千
円

མ
ऀ　ࡳ

㈱
堀
建
設

˙�

౎
ࢢ
ެ
Ԃ
Ϧ
χ
ỿ
ồ
Ξ
ϧ
ࣄ
ɹۀ
໺
ʑ

ࢢ
த
ԝ
ެ
Ԃ
ഉ
ਫ
ࢪ
ઃ
੔
උ
޻
ࣄ

༧
ఆ
Ձ　֨

１
９
５
６
万
９
６
０
０
円

མ
ࡳ
Ձ　֨

１
８
５
７
万
６
千
円

མ
ऀ　ࡳ

㈱
升
方
工
務
店

入
札
結
果

͋
Γ
͕
ͱ
͏
͝
͟
͍
·
͢

˙
ࢢ
෱
ࢱ
ج
ۚ
΁

▽
野
々
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
様
か
ら

 

２
万
２
５
３
３
円

▽
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
様
か
ら

 

１
万
５
３
３
０
円

˙
ࣾ
ձ
෱
ࢱ
ج
ۚ
΁

▽
直
喜　

節
子
様
か
ら 

５
千
円

▽
匿
名
の
方　

３
件 

４
万
2
５
４
１
円

ご 

寄 

附

　

７
月
２
日
㈯
、
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
で
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
社
会
福
祉
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
住
民
参
加

に
よ
る
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

式
典
後
に
は
、
タ
レ
ン
ト
の
ダ
ニ
エ
ル
・

カ
ー
ル
氏
に
よ
る
「
が
ん
ば
っ
ぺ
！
オ
ラ
の

大
好
き
な
日
本
〜
未
来
に
つ
な
ぐ
家
族
・
人

と
人
と
が
支
え
あ
う
地
域
の
絆
〜
」
と
題
し

た
記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市

内
に
あ
る
障
害
者
・
高
齢
者
事
業
所
の
紹

介
・
販
売
・
作
品
展
示
会
も
同
時
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

第
��
回　

市
社
会
福
祉
大
会

　

式
典
で
は
、
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

ừ
ࣾ
ձ
෱
ࢱ
ஂ
ମ
໾
৬
һ
Ử

粟　

朋
枝　　

田
圃
美
津
枝　

松
本
と
も
子

ừ
ࣾ
ձ
෱
ࢱ
ࢪ
ઃ
৬
һ
Ử

黒
田
明
枝　　

水
上
恵
美
子　

西
川
ル
ミ

坂
谷
章
子　　

竹
澤
敦
子　　

伊
勢
麻
子

辻
美
由
紀　　

桶　

智
才　　

舘
中
由
紀
子

釣　

潤
子　　

小
室
美
香　　

早
川
悟
美

藤
田
麻
祐
子　

近
藤
明
菜　　

白
井
昭
代

ừ
ϗ
ồ
Ϝ
ϔ
ϧ
ύ
ồ
Ử

南
川
睦
子

ừ
ࣾ
ձ
ไ
࢓
׆
ಈ
ऀ
Ử

神
谷
明
生　　

山
田
正
俊　　

中
村
賢
二

山
岸
富
明　　

木
村
春
美　　

高
溝
外
志
枝

岡
田　

稔　　

山
崎
豊
喜　　

河
合
幸
子

平成 28 年 10 月１日から

　地域包括支援センターが
変わります！

ˑ֤஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔͷ໊শ

⑰

ʪ໰͍߹Θͤʫ
஍Ҭแׅࢧԉηンλー
ʢࢢ໾ॴ̍֊ʣ
ὸ���ʵ����

地域
の底力シリーズ

　「地域包括支援センター」を１カ所から４カ所に増やして、市民
の皆さんからの相談に応じていきます。より身近な相談窓口が増
えるので、介護保険のことや地域での困りごとなど、市民の皆さ
んと一緒に考えて解決していきます。

໊শ ୲౰஍۠

野々市市地域包括支援センター 全域

本町地区地域包括支援センター 本町地区

富奥地区地域包括支援センター 富奥地区

郷・押野地区地域包括支援センター 郷・押野地区

˞�̕ ݄ ��೔ Λ΋ͬͯɺ஍Ҭ૬ஊηϯλʔ͸ด͠࠯·͢
˞�։ઃʹΉ͚ͯ४උ中ͷͨΊɺॴࡏ஍͓Αͼ࿈བྷઌ͸ະఆ
Ͱ͢

ɾԡ໺஍۠ڷ
஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ

ຊொ஍۠
஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ

෋Ԟ஍۠
஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ

໾ॴ಺ࢢ
໺ʑࢢࢢ஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ

૬ஊ͍ͨ࣌͠͸
͓住·͍ͷ஍۠ͷ

஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ΁

஍Ҭแׅࢧԉηンλーで͸、͜のΑ͏ͳ૬ஊʹରԠ͠ます

؅ཧʹࣗ৴͕ͳ͘ͳͬͨ࢈ࡒ˔
˔੒೥੍ݟޙ౓の͜ͱ͕஌Γ͍ͨ
଴Λडけ͍ͯΔのか͠らʜٮ˔

˔͞ま͟まͳؔؔػ܎ͱのωット
ϫーク࡞ΓΛ͠ます
˔ೝ஌঱αϙーλーཆ੒࠲ߨͳͲΛ
։ͯ͠࠵、஍ҬのࢧԉΛ͠ます

˔հޢอݥΛར༻͍ͨ͠
˔ೝ஌঱の਌のհޢの͜ͱで೰Μで͍Δ
˔ཁࢧԉ̍ɾ̎のਓ΍ڏ
ऑͳঢ়ଶʹ͋Δऀྸߴの
հޢ༧๷のࢧԉΛ͠ます

˔Ұਓ฻ら͕͠ऀྸߴด͜͡もΓで৺഑
˔Ҿͬӽͨ͠͹かΓで༑ਓ͕͍ͳ͍
˔࿝ਓクϥϒ΍஍ҬαϩンͳͲ、ऀྸߴ

͕ूまΔ৔でհޢ༧๷の࿩
Λͯ͠΄͍͠

͞ま͟まͳऀྸߴの૬ஊ͝ͱ རΛकΔ͜ͱݖ

฻ら͠΍す͍஍ҬのͨΊʹհޢ΍݈߁の͜ͱ

ࣾձ෱࢜ࢱอ݈ࢣ ओ೚έアマωジϟー

ઐ໳৬͕࿈ͯ͠ܞօ͞ΜΛࢧԉ͠ます！
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広
告
欄

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
３
問

Dreamsぼくの夢、わたしの夢
今年もやります、市総合防災訓練。開催日はいつ？

"ɹ݄̔ 1�೔​ɹɹ#ɹ݄̔ 1�೔ 
$ɹ݄̔ ��೔​ɹɹ%ɹ݄̔ �1೔ 

第
２
問

６月 28日㈫、９年ぶりに市指定文化財が追加されました。
新たに指定されたのは何？
"ɹܦޚ௩Ҩ੻ग़౔඼ɹɹ#ɹकޢॴ෋ֽؗ੻
$ɹ࿨ಉ։ᘘۜમɹɹɹɹ%ɹ্ྛͷେ௣

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
に
な
り
た
い

水
本 

大
翔
く
ん   

富
陽
小
学
校
３
年
生

女
優
に
な
り
た
い

晴
柀 

美
咲
さ
ん   

館
野
小
学
校
５
年
生

「地域の皆さんに
感謝！」

65 ��

かがやく瞳

U R L   http://.www.tensyoukaku.co.jp

豊富な経験をもとに社葬から小規模葬、

家族葬まであらゆるご葬儀に対応します。

野々市市矢作２丁目111番地  電話(076)294-4141

フューネラルホール

野々市

ＪＡ指定ホール

フューネラル倶楽部
会員募集中

『もしも』の時の安心と信頼

10 月 16 日㈰に開催される市のマラソン大会、「第 35回
野々市○○○○○の里マラソン大会」。○に入るのは？
"ɹ͡ΐΜ͔Βɹɹɹ#ɹͭ͹͖
$ɹͷͬςΟɹɹɹɹ%ɹѪͱ࿨

中ԝอҭԂ
　中央保育園は昨年休園していましたが、今年度４
月より未満児保育園として再開園しました。地域の
人から「子どもの声がまた聞こえるようになって嬉
しい」「困ったことがあれば言ってね」と声をかけて
もらっています。そんな中、地域のおじいちゃんが
園庭の花壇を耕してくれて畑ができ、１、２歳児も
一緒に野菜の苗を植えました。「苗にお布団をかけ
るように優しく土をかけてね」と教わり、子どもた
ちは小さな手でそっと土をかけていました。毎朝の
水やりが日課になり、「大きく大きく大きくなあれ！」
と言いながら水をあげています。今では成長し、花
を咲かせ実もなり始めました。「紫色のお花かわい

い」「きゅうりの赤ちゃんだね」と親子の会話も聞
こえてきます。自分たちで育てた野菜を収穫して食
べることで、食への興味関心を深め、苦手な野菜を
食べようとする姿につながることを願っています。
　園庭で遊んでいると通りかかったおじいちゃん
が「おーい！元気か？」と声をかけ、子どもたち
も「おじいちゃん、こんにちは！」と手を振って
います。地域の皆さんに温かく見守られているこ
とに感謝し、保護者とともに子どもたちの成長を
喜んでいる毎日です。今後、毎月のように入園児
が増えますが、子どもの気持ちに寄り添い、笑顔
あふれる毎日を過ごしていきたいと思います。

Book Review
おすすめの本

図書館お役立ち情報：野々市のことを調べるなら市立図書館へ。宿題・調べ学習・レクリエーションに役立つ情報がいっぱい。

●�児童向け ●�一般向け

なくなったおじいちゃんが残していった
謎の山荘。電気もガスも使えない。夏休
み、思いがけずいとこたちがここに集ま
り、子どもたちだけの冒険が始まった。

͋ͷՆɺ΅͘Β͸ൿີج஍Ͱ
三輪　裕子／作、水上　みのり／絵
あかね書房

たった一人で、森の湖のほとりに小さな
家を建て、自給自足の暮らしをしながら、
自然や人間社会について深く考えた男が
いた。ナチュラリストのバイブルともい
える不朽の名作をどうぞ。

΢Υʔϧσϯɹ৿ͷੜ׆
ヘンリー�Ｄ．ソロー／著、今泉�吉晴／訳
小学館 ͷలࣔਤॻ݄ࠓ�˔

『ステキ・カフェ』をテーマに、図
書や絵本を集め、展示します。展示
期間中は貸出できませんので、予約
をお願いします。

● 今月のおはなし会
と　き：8月 13日㈯、27日㈯
� 午前 11時から
場　所：図書館１階　
� 児童図書コーナー

ָ͍͠ֆຊ΍ډࣳࢴの
ಡΈฉかͤですɻ

୭でもࣗ༝ʹࢀՃで͖ますɻ

໺ʑཱࢢࢢਤॻؗ� 〒 921-8815　野々市市本町 2丁目 14番 6号�
� � ☎ 248-8099
� � 開館時間　10：00～ 19：00（土日は 17：00まで）
� � 休 館 日　毎週月・祝日

Topicsトピックス
　６月 28 日㈫、「記念物 史跡」として、守護
所富樫館跡を市指定文化財に指定しました。市
指定文化財の追加は平成 19 年の「和同開珎銀
銭」以来、およそ９年ぶりとなります。
　富樫館跡は室町時代に守護富樫氏が構えた館
であり、また守護所として、加賀国における政
治・経済・文化の中心地となったところです。
平成６年、住吉町地内で実施された発掘調査に
より、館跡を囲む巨大な堀の一部が発見されま
した。この調査成果は富樫館の位置を特定する
大きな手がかりになるとともに、中世の守護所
の実態を知るための貴重な資料となりました。
　現在の富樫館跡は、現状保存のために埋め戻
しが行われ、広場として一般に開放されていま
す。富樫氏の歴史を感じたい人は、この機会に
足を運んでみてはいかがでしょうか。
໊ɹɹশɹकޢॴ෋ֽؗ੻
ఆ৔ॴɹॅ٢ொࢦ ���൪஍̎

　จԽ՝　☎ 227－6122

広告募集中
̍ɹ࿮ɿ���ᶲʷ���ᶲ
ܝ ࡌ ྉ ɿֹ݄̎ສԁʢ੫ࠐʣ
˞̒Χ݄࿈ଓࡌܝで1�ສԁ

ʢ̍Χ݄ແྉʣ
ೖํߘ๏ɿ׬੒ߘݪ
໰͍߹Θͤ
ൿॻ޿ใ՝ʢὸ���ʵ����ʣ

कޢॴ෋ֽؗ੻ΛࢦࢢఆจԽࢦʹࡒఆ

北
鉄
石
川
線

˔๺཮ۜߦ

住吉

住吉中

˔໺ʑࢢ
λクγー

M"1

発掘調査時に発見された堀跡

指定場所の現在の様子

公立保育園非常勤職員募集
勤 務 地：市内公立保育園
資　　格：保育士資格
勤務時間：8:30～17:15（休憩１時間）
※シフト有、7:15～19:00の間
　実働7時間45分
給　　与：月給155,800円
※最初の１カ月間は時間給994円
待　　遇：賞与、通勤手当、
　　　　　健康保険、雇用保険
勤 務 日：�週休２日制
　　　　　隔週月２回土曜日勤務

�子育て支援課　☎227－6076

　　　　　健康保険、雇用保険
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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
秘書広報課（☎227−6056）

ӡಈଅਐͯ͠ࢦΓΛ໨ͮ͘߁݈
ఆௐҹࣜڠܞձͱͷ࿈ٞڠϑΟοτωεࢢ
　市は７月13日㈬、市フィットネス協議会と「市民の
運動促進のための連携に関する協定」を締結しました。
同協議会は昨年８月、市内にある３つのスポーツクラ
ブにより設立。今回の協定を機に、運動への理解や習
慣づけを促進し、健康づくりや体力づくり、介護予防、
生活習慣の改善などを図ります。フィットネスクラブ
エイム21支配人の野村武志氏は「野々市は人口に対し
スポーツ施設の多い恵まれた環境。これをぜひ生かし、
健康な人を増やしたい」と意気込みを語りました。

1� Δ·࢝ɺݖڍબࡀ
຿ϘϥϯςΟΞࣄڍੜબߍߴ
　参議院議員通常選挙の啓発事業とし
て６月25日㈯、野々市明倫高校３年
生の２人が、期日前投票所での事務を
体験しました。これは選挙権年齢が18
歳に引き下げられたことから、若年層
の選挙への関心を高めようと実施され
たものです。投票所の様子を知った２
人は、「政治は難しいと目を背けずに、
自分から積極的に関わって、正しい判
断をしなければと思った」「投票は意外
に簡単だと分かったので、友達にも今
日のことを伝えて選挙を広めたい」な
どと笑顔で話しました。

今後は敬老会での体操指導や、スポーツ教室などで協力予定

宣誓書を確認する前川明日香さん（左）と石垣開さん（右）

ΫϥγοΫίϯαʔτΛΑΓ਎ۙʹ
ϑΥϧςɹεςʔδɾΦϯɾεςʔδ70-��
　６月25日㈯、文化会館フォルテ大ホール特設ステー
ジにて、「きらめき★クラシックコンサート」が開催さ
れました。約120人の来場者は舞台上に設置した客席
で、市出身のバイオリニスト坂口昌優さん・ピアニス
ト鶴見彩さんによる、柔らかな音色を間近に堪能しま
した。
　また、こどもセンターチャレンジ教室に参加した子
どもたちは、自作のプラシロフォンで演奏。一生懸命
な姿が初々しく、素敵なコラボタイムとなりました。 プロの演奏家とキラキラ星を演奏しました。

҆શӡసʹ౒Ί·͠ΐ͏
ަ௨ࢮ๢ނࣄθϩ ���೔ୡ੒ँײঢ়ଃఄࣜ
　７月14日㈭午前０時をもって市内での交通死亡事故
ゼロが継続300日を達成したことを受け、７月15日
㈮に県警本部長、県交通安全協会長の連名で感謝状の
贈呈式が行われました。
　県警交通部長は「人口が伸びているなかでの300日
達成は素晴らしいです。死亡事故ゼロを継続し、住み
よさ向上を目指してください」とあいさつをし、粟市
長は「皆さんのご尽力に感謝します。これからも市民
一丸で頑張っていきたい」と感想を述べました。

;Δ͞ͱ໺ʑࢢͷԠԉஂ
౦ژ໺ʑࢢձ૯ձ
　東京野々市会の総会と懇親会が７月３日㈰、東京都千
代田区の都市センターホテルで開かれ、会員ら28人が
出席しました。
　会では中嶋一郎会長が「私たちのふるさとがますます
良くなっていくよう、知恵を出し合って応援していきま
しょう」と呼びかけました。また粟市長は「『選ばれるまち、
野々市』を目指したい」と語り、11月の「ふるさと交
流会 in東京」や平成29年３月に野々市市で開催される
「全国椿サミット」をＰＲしました。

ΧϑΣ͋΍Ίͷ׆ಈΛԠԉ
ฏ੒ ��೥౓ੜ͖ੜ͖γχΞ׆ಈݦজ
　７月12日㈫、県青少年総合研修センター（金沢市）
にて「第38回生き生きシニア活動顕彰」贈呈式が行わ
れ、カフェあやめが受賞しました。これは高齢者が中心
となって地域貢献活動に取り組む団体を対象に、都道
府県知事の推薦に基づき、公益財団法人日本生命財団
が行う顕彰です。
　贈呈式を終え、カフェあやめ代表の藤田雅顯氏は「み
んなとともにこれからも、健康でいられるよう頑張って
いきたい」と話しました。

思いやり運転を心がけ、交通死亡事故を防ぎましょう。

野々市会会員は随時募集中です。

県内で13団体の推薦があり、その中から６団体が選ばれました。

ަྲྀΛਂΊͳ͕Βɹ·ͪΛ͖Ε͍ʹ
Ͳ΋ͱେਓͷ·͙ͪΔΈඒԽਗ਼૟ࢠ
　７月３日㈰、“ののいちっ子を育てる”市民会議と連
合町内会が主催する市内一斉美化清掃が行われました。
当日はあいにくの雨で、全町内会での実施はかないま
せんでしたが、中にはカッパや傘を使って清掃を行っ
たところもありました。翌週に延期して実施した本町
６丁目では、朝８時前から本町やまいろ公園に多くの
人が集結。バケツや熊手を持って参加する子どもたち
に、大人が「大きくなったねぇ」などと話しかけ、近
所同士での会話が弾む場面も見られました。 炎天下での草むしり。額には汗がにじんでいました。
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ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

パソコン、スマートフォンのアプリでも聴けます！
FM-N1ホームページからクリック！
▶http://fmn1.jp/

古
谷
　

敦あ
つ
ひ
と仁

仁
志

友
香
里
）
太
平
寺
１

垣
内
　

掬き
く
お
み臣

圭
史

華
奈
子
）
御
経
塚
２

石
田
　

伊い

お

り織

毅
彦

聡
実
）
押
越
２

天
池
　
　

尊
た
け
る

勇
人

歩
惟
）
新
庄
２

友
永
　

沙さ

わ和

章
寛

亜
也
子
）
粟
田
２

和
田
　

優ゆ

う

き希

傑
佳
世
）
二
日
市
町

太
田
　
　

悠ゆ
う

隆
宏

ゆ
い
）
下
林
１

北
川
　

耕こ

う

た太

耕
一

裕
美
）
長
　

池

白
井
　

悠ゆ
う
せ
い晴

博
教

亜
季
奈
）
粟
田
４

高
柳
　

真ま

ほ帆

哲
太

ゆ
か
り
）
押
野
６

二
十
二
心こ

あ綺

真

早
幸
希
）
徳
用
町

田
中
　

彩あ

か

り莉

俊
之愛
）
徳
用
町

戸
中
　

七な

つ

き月

七
色

茉
弥
）
押
野
５

高
橋
　

紅く

れ

は羽

秀
和

有
希
子
）
本
町
１

小
林
　

俊
し
ゅ
ん
す
け介

卓
也

梨
花
）
本
町
３

南
　
　

翔と

わ葉

伸
治梢
）
郷
　

町

德
田
　

壮そ

う

ま真

穣
祐
奈
）
三
納
３

山
田
　

晃あ

き

と士

知
広

由
依
）
郷
　

町

泉
　
　

朝あ

さ

と翔

昇
志

里
織
）
藤
平
田
１

飯　

祐ゆ

う

た太

裕
二

由
希
）
御
経
塚
３

永
谷
　

星せ

い

た大

恵
太

治
枝
）
本
町
６

新
保
緑ろ

く
た
ろ
う

太
朗

亮
二

友
里
）
新
庄
６

いち
市内で活躍する人を紹介します。
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Ｖ
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Ｄ
Ｖ
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で
す
。

今月の
表紙

（問題は ��ページ）

ʲୈ �໰ʳ̙ɹ݄̔ ��೔ 
今年は安否確認と避難行動要支援者の支援を重点項目に行いま
す。毎年欠かさず参加することで地域の防災力を高めることが
できます。皆さん参加しましょう！
ʲୈ �໰ʳ̗ɹकޢॴ෋ֽؗ੻
守護富樫氏が構えた館であり、また守護所として、加賀国にお
ける政治・経済・文化の中心地となったところです。
ʲୈ �໰ʳ̖ɹ͡ΐΜ͔Β
現在出場者を募集中です！スポーツの秋、マラソンに挑戦して
みませんか？詳しくはお知らせ版７ページへ。

47

好きな人といっしょにいたいね♪
知って欲しいデートＤＶの話

野々市検定回答

ϓϩϑΟʔϧ
໊લɹʹ͍Έ�͔ͣ͠
஀ੜ೔ɹ��݄ ��೔
ग़਎஍ɹ໺ʑࢢࢢ
໺ʑࢢʹ住ΜͰ໿ ��೥
झຯɹ�ਓͱؔΘΔ͜ͱ

新美  静香さん
（扇が丘）

　「夏らしい１枚が撮りたい！」そん
な思いで今月は、中央児童館や市役
所の中庭で、水遊びをする親子に何
組も声をかけ撮影しました。演出用
にしゃぼん玉を用意してみたのです
が、いざやってみると子どもたちは
不思議そうな顔でしゃぼん玉を見つ
めるばかり…。その表情もまた可愛
かったのですが、やはり笑顔が１番！
ということで、キラキラの水しぶき
と笑顔がまぶしい１枚に決めました。
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町

西
向
成せ

い
た
ろ
う

汰
郎

誠

亜
以
子
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本
町
３

所
　
　

真し
ん
ぺ
い平

洋
平

真
由
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御
経
塚
１

森
下
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づ
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彰
斗

実
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御
経
塚
１

子
の
名

親
の
名
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所

氏
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前
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所

住
　
所

う
ぶ
ご
え

た
か
さ
ご

土
居
　

憲
一 

中
林
１ 

72
歳

橋
場
　
　

浩 

押
越
１ 

61
歳

大
川
登
美
子 

新
庄
４ 

90
歳

轉
正
　
　

章 

本
町
２ 

82
歳

寺
西
　
　

忠 

下
林
３ 

88
歳

白
井
　

欣
也 

藤
　

平 

73
歳

宮
岸
　
　

隆 

清
金
２ 

85
歳

髙
木
　

保
子 

押
越
１ 

73
歳

小
山
　

鈴
子 

中
林
１ 

94
歳

西
　
　
　

正 

押
野
１ 

78
歳

伴
　
　

外
夫 

位
　

川 

80
歳

堀
内
　

ツ
ル 

粟
田
１ 

98
歳

橋
場
三
千
雄 

本
町
１ 

84
歳

前
田
し
づ
子 

本
町
４ 

87
歳

木
津
　

哲
夫 

住
吉
町 

85
歳

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

お
く
や
み

ます͍ͯ͠ࡌܝ๬͕͋ͬͨものΛرのͨΊຊਓɾ͝Ո଒のޢਓ৘ใอݸ

˞ॅຽجຊ୆ாʹ͞ࡌهΕ͍ͯΔ਺ࣈです

)�����1� ʙ )�����1� ड෇෼

˙�݄຤ࡏݱのਓޱʢɹʣ͸લ݄ൺ
人　口� 51,660 人� （＋ 26）
　男� 26,192 人� （＋ 36）
　女� 25,648 人� （− 10）
世帯数� 22,795 世帯� （＋ 39）

˙ �݄தのਓのಈ͖
　転　入�219 人
　転　出�222 人
　出　生�62 人
　死　亡�33 人

山
本
　
　

峻 

金
沢
市

松
林
知
恵
里 

太
平
寺
４

）
太
平
寺
４

山
口
　

光
司 

三
納
３

小
山
　

紗
希 

三
納
３
）
三
納
３

伊
藤
　

光
星 

金
沢
市

川
本
　

真
夕 

小
松
市
）
稲
荷
２

西
川
　

大
貴 

粟
田
６

山
崎
由
里
名 

粟
田
６
）
粟
田
６

浅
川
　
　

忠 

稲
荷
４

佐
伯
　

茉
耶 

稲
荷
４
）
稲
荷
４

土
田
龍
之
介 

金
沢
市

加
藤
　
　

菜 

金
沢
市
）
三
納
３

松
山
　

幸
平 

金
沢
市

山
下
香
菜
子 

金
沢
市
）
堀
内
２

谷
郷
　
　

裕 

本
町
１

神
田
　

万
貴 

金
沢
市
）
本
町
１

高
村
　

俊
行 

太
平
寺
２

村
松
奈
津
子 

白
山
市
）
太
平
寺
２

中
島
　

拓
郎 

新
庄
２

加
藤
　

雅
子 

新
庄
２
）
新
庄
２

吉
原
　

來く

る

み海

正
敏

洋
江
）
押
野
５

小
松
　

優ゆ

う

と斗

圭
介

真
理
）
下
林
４

伊
東
　

直な
お
ひ
ろ宏

武
志

洋
子
）
徳
用
町

東
　
　

莉り

お央

大
浩
美
）
郷
　

町

遠
藤
菜な

な

え

奈
笑

誠

知
笑
美
）
押
野
５

川
村
　

翔
し
ょ
う
す
け助

竜
之
助

恵
梨
）
押
越
２

後
田
　
　

陽は
る

優
佳
美
）
徳
用
町

田
中
　

沙さ

き季

智
之

真
紀
子
）
徳
用
町

宇
野
　
　

杏
あ
ん
な

大
輔

郁
美
）
菅
原
町

東
　
　

桃も

も

か花

輝
一

輝
実
）
新
庄
３

髙　

智
也 

二
日
市
町

長
　
　

香
里 

能
美
市
）
二
日
市
町

小
山
　
　

敦 

粟
田
６

大
石
麻
記
子 

金
沢
市
）
粟
田
６

蘆
田
　

典
行 

本
町
３

大
河
　

裕
美 

金
沢
市
）
本
町
３

髙
本
　

真
幸 
御
経
塚
５

村
上
　

祥
子 
御
経
塚
５

）
御
経
塚
５

木
内
　

勇
樹 

粟
田
４

倉
田
　

佑
子 

長
野
県
）
粟
田
４

田
　

勢
和 

小
松
市

丹
多
麻
由
未 

三
日
市
町

）
三
日
市
町

西
村
　

拓
則 

太
平
寺
１

鈴
木
　

智
加 

太
平
寺
１

）
太
平
寺
１

野
中
　

晃
司 

徳
用
町

足
立
　

怜
奈 

徳
用
町
）
徳
用
町

川
畑
　

博
司 

末
松
２

五
影
堂
理
恵 

白
山
市
）
末
松
２
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 募集中！
　発行月に１歳になる市内に住む子どもの写真を募集していま
す。子どもの写真（データ推奨）に❶子どもの氏名・ふりがな 
❷生年月日 ❸性別 ❹住所 ❺両親の氏名・ふりがな ❻日中に
連絡が取れる電話番号 ❼一言コメント（子どもが話す立場で
15 文字以内）を添えてメール、郵送または持参で応募してく
ださい。（メールに写真データを添付しての応募を推奨します。
その場合はタイトルを「ののいちっ子応募」としてください。
現像写真を郵送または持参する場合、写真は返却しません）

★抽選結果などについて、発行前の事前連絡はありません。
★�申し込みにあたり、PDF 版のホームページやｉ広報紙への
掲載に同意したものとします。
★�メールでの申し込みの場合、メールのデータサイズを３MB
未満にしてください。携帯電話からの応募の場合、写真のサ
イズを最大にしてください。コメントは絵文字を使わずに、
（ハート）、（星）、（音符）、（笑顔）というように代替表記し
てください。
� 　〒 921－ 8510　石川県野々市市三納 1丁目 1番地
� 野々市市役所　企画振興部　秘書広報課　☎ 227 － 6056
 mail: hisho@city.nonoichi.lg.jp
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8月生まれ

階
段
上
手
に
登
れ
る

よ
☆
や
っ
た
ね
！

H27.8.2 生まれ

高
たかはし

橋　一
い ち か

禾 ちゃん
（本町１丁目）

父：伸郎さん　母：知巳さん

食
べ
る
の
大
好
き
♡

ご
飯
ま
だ
か
な
ー

H27.8.31 生まれ

谷
たにぐち

口　ひなた ちゃん
（本町４丁目）

父：雄太郎さん 母：佳奈恵さん

私
甘
え
ん
坊
♡
末
っ

子
敬
菜
で
す
♡

H27.8.5 生まれ

中
なかじま

島　敬
け い な

菜 ちゃん
（中林1丁目）

父：法史さん　母：絵美さん

い
つ
も
に
こ
に
こ　

ご
飯
大
好
き
！

H27.8.17 生まれ

松
ま つ だ

田　拓
た く ま

磨 くん

お
返
事
じ
ょ
う
ず　

げ
ん
き
い
っ
ぱ
い
！

H27.8.17 生まれ

松
ま つ だ

田　結
ゆ い な

衣那 ちゃん

お
姉
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ

の
大
好
き
♡

H27.8.22 生まれ

高
た か い

井　菜
な な か

々佳 ちゃん
（粟田６丁目）

父：敬一さん　母：有紀子さん

パ
パ
と
マ
マ
と
豆
腐

が
大
好
き
♡

H27.8.19 生まれ

橋
はしもと

本　美
み き

祈 ちゃん
（新庄５丁目）

父：隆史さん　母：三幸さん

つ
か
ま
り
立
ち
大
好

き
♡

H27.8.19 生まれ

小
こ こ だ か

々高　優
ゆ め

芽 ちゃん
（白山町）

父：智也さん　母：智恵さん

も
う
少
し
で
１
人
で

歩
け
る
よ
♪

H27.8.30 生まれ

西
にしもり

森　遼
と お ま

優 くん
（二日市町）

父：健さん　母：小美さん

お
し
り
ふ
り
ふ
り　

ジ
ム
で
あ
そ
ぶ
よ
！

H27.8.17 生まれ

松
ま つ だ

田　怜
れ い じ

士 くん
（中林１丁目）

父：浩介さん　母：浩子さん

家
族
で
い
っ
ぱ
い
お

出
か
け
し
よ
☆

H27.8.21 生まれ

深
ふかやま

山　 迪
いたる

 くん
（三日市町）

父：健郎さん　母：桃子さん

次号は9月生まれです。
募集期間　8月12日（金）まで（応募多数は抽選）

3 つ 子 で す！！




